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こどもがしるべき
マタイの福音書 (ふくいんしょ)






イエス様 (さま)の弟子 (でし)マタイが書 (か)いたマタイの福音書 (ふくいんしょ)は、新約 (しんやく)で最 (もっと)も早 (はや)く記録 (きろく)された文章 (ぶんしょう)ではありません。しかし、キリストを通 (とお)して神様 (かみさま)が成就 (じょうじゅ)された旧約 (きゅうやく)の預言 (よげん)の成就 (じょうじゅ)と、新約 (しんやく)の出発 (しゅっぱつ)を最 (もっと)も多 (おお)く強調 (きょうちょう)しています。
マタイの福音書 (ふくいんしょ)の特徴 (とくちょう)は、旧約 (きゅうやく)のみことばを最 (もっと)も多 (おお)く書 (か)いているということです。これは、イエス様 (さま)が旧約 (きゅうやく)で預言 (よげん)されたメシヤとして神 (かみ)の国 (くに)を完成 (かんせい)するキリストだという事実 (じじつ)を見 (み)せます。マタイの福音書 (ふくいんしょ)は、ユダヤ人 (じん)が待 (ま)っていたメシヤが、まさにイエス・キリストだという事実 (じじつ)も強調 (きょうちょう)しています。
メシヤとは、キリスト「油 (あぶら)を注 (そそ)がれた者 (もの)」という意味 (いみ)です。ユダヤ人 (じん)には、メシヤはローマの属国 (ぞっこく)で苦 (くる)しんでいたユダヤ人 (じん)の解放 (かいほう)を言 (い)います。しかし、イエス様 (さま)は、すべての人 (ひと)の本当 (ほんとう)の根本 (こんぽん)問題 (もんだい)、神様 (かみさま)を離 (はな)れて受 (う)けた原罪 (げんざい)から自由 (じゆう)にならなければならないと言 (い)われています。また、神 (かみ)の国 (くに)（天国 (てんごく)）をずっと語 (かた)られて、王 (おう)として来 (こ)られたキリストの統治 (とうち)を見 (み)せておられます。

マタイの福音書 (ふくいんしょ)は、イエス様 (さま)がたとえを用 (もち)いて神 (かみ)の国 (くに)と信徒 (しんと)の生活 (せいかつ)に関 (かん)して言 (い)われたみことばを記録 (きろく)しています。私 (わたし)たちは、すべての生活 (せいかつ)をイエス・キリスト中心 (ちゅうしん)に生 (い)きなければなりません。また、天 (てん)と地 (ち)の権威 (けんい)を持 (も)って私 (わたし)たちとともにおられるイエス様 (さま)の「福音 (ふくいん)を知 (し)らないすべての民族 (みんぞく)を弟子 (でし)としなさい！」という最後 (さいご)の至上 (しじょう)命令 (めいれい)に従 (したが)っていく伝道者 (でんどうしゃ)の生活 (せいかつ)を送 (おく)らなければなりません。

[bookmark: _GoBack]7月 (がつ)、イエス様 (さま)の生涯 (しょうがい)を記録 (きろく)したマタイの福音書 (ふくいんしょ)を読 (よ)みながら、以前 (いぜん)にもおられて、死 (し)んだ後 (あと)にも復活 (ふっかつ)されてともにおられるイエス様 (さま)をより一層 (いっそう)、知 (し)るようになるでしょう。
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